
医療安全認定臨床コミュニケーター 

養成実習研修 2019 基礎編 

 

 
― 臨床コミュニケーション実習 (第 10 回) － 

 
臨床コミュニケーションの基礎と医療事故とその予防 

 

 

事前配布資料 

 

 

 

 

 

会期 2019 年 5 月 20 日(月)～21 日(火) 

会場 東京大学山上会館 2階国際会議室  

 

 

 

 

 

 

主催 国際医療リスクマネージメント学会 

担当事務局 国際医療リスクマネージメント学会本部 

(〒)113-0033東京都文京区本郷 4-7-12-102 

(電子メール) head.office02@iarmm.org 

(Tel/Fax)03-3817-6770 

 

http://www.iarmm.org/J/
mailto:head.office02@iarmm.org


(参加者への注意) 

 

受付開始：5 月 20日午前 9時 

5月 21日午前 8 時 30分 

 

領収書は 5月 20日の朝に受付でお渡しします。 

 

 

テキスト用ホームページを事前にお知らせします。印字版テキストはございません。 

会場は無料 WIFIもご利用いただけます。 

インターネットに接続している携帯端末(スマートフォンや IPhoneなど)をご持参ください。 

電子ディバイスの貸し出しは行いません。 

 

受講修了書は 5月 21日の終了時間の後にお渡しします。 

 

 

 

 

 

多数の参加者に対する教育プログラムのため、カメラ撮影・ビデオ撮影は他の参加者に迷惑

になりますので遠慮ください。 
 

本プログラムで使用した資料は知的財産保護法の対象です。 

 

 

 

 

(1) 本プログラムの受講者のみが、学会認定「医療安全認定臨床コミュニケーター(基礎)」の検定試験

を受講する資格を有します。    

  

 (2) 本プログラムは、学会認定「高度医療安全管理者」資格制度での必須科目の一部ともなります。 

  



 

交通案内 

 

 



会場案内 TEL  03-5841-2320 

 

東京大学山上会館 2 階国際会議室 

 

 

 

 
 

 
 

飲食について 

 

 

講演会場内での飲食は一切禁止されています。 

飲食店は下記をお勧めします。 

 

山上会館 1 階レストラン 

山上会館地下 1 階食堂 

東大安田講堂前広場の地下の大食堂 

 

  

山上会館 

https://www.google.co.jp/search?source=hp&ei=k9K4XI6SJ-mNr7wP97yPqA4&q=%E5%B1%B1%E4%B8%8A%E4%BC%9A%E9%A4%A8&oq=%E5%B1%B1%E4%B8%8A%E4%BC%9A%E9%A4%A8&gs_l=psy-ab.1.0.0l8.4957.9020..11599...2.0..0.194.994.0j7....3..0....1..gws-wiz.....2..35i39j0i131i4j0i4j0i131j0i10.r-wwLF5Ua50


 

プログラム 

 

 

(第 1 日目)  2019 年 5 月 20 日(月) 午前 9 時 50 分～午後 5 時 

  

受付開始 午前 9 時 

  

午前 9時 50分      開会 / ガイダンス 

    

午前 10時～午前 11時 30分  (講義 1)  コミュニケーションバイアスと医療事故 

酒井 亮二 (国際医療リスクマネージメント学会理事長) 

   

午前 12時 30分～午後 3時 30分   (講義 2・実習)  臨床コミュニケーション基礎実習  

井手口 直子  (帝京平成大学薬学部教授) 

  (内容)  講師は薬剤分野でのコミュニケーション能力の向上に関する様々な研究活動を行っており、

その成果を踏まえた講義と実習が行われます。 

 

午後 3時 40分～午後 5時        (講義 3)    患者相談の進め方 

瀧本 禎之 (東京大学大学院医学系研究科医療倫理学准教授、同大学附属病院

患者相談・臨床倫理センターセンター長) 

 

午後 5 時  第 1 日目閉会 

 

  

 

  

  



 

(第 2 日目)    2019 年 5 月 21 日(火) 午前 9 時～午後 3 時 

  

 入室開始 午前 8 時 30 分 

   

  

  

午前 9 時～午前 12 時     (講義 4・実習)  医療安全のためのコミュニケーショ

ン技術 

新村 美佐香 (横浜病院グルーブ医療安全推進部長、菊名記念病院医療安全

管理室室長） 

  (内容) 米国の医療安全分野では医療事故防止のための様々なコミュニケーション技術が開発されて

おり、その主たる方法を解説します。 

 

 

午後 1時～午後 3時      (講義 5)   医師と患者の情報コミュニケーショ

ン 

塚原 康博 (明治大学情報コミュニケーション学部教授) 

(概要) 講師は講演タイトルの近著を刊行されました。 その内容をご紹介いただきます。 

 

  

  

午後 3時   全体閉 

 

 


